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金沢市南部丘陵の砂子坂層＊

－北陸新第三系砂子坂層の研究〔1Ｖ〕－

杉本幹博*＊・坂口弘昭**＊

TheSunagozakaFOrmationintheSouthern

HillsOftheKanazawaCity

－GeologicalStudiesoftheSunagozakaFormationNeogene

Tertiary,inHokuriku,CentralJapan〔1V〕－

ＭｉｋｉｈｉｒｏＳＵＧＩＭＯＴＯａｎｄＨｉｒｏａｋｉＳＡＫＡＧＵＣＨＩ

Abstract

DetailedinvestigationwasmadeonthestratigraphyandgeologicstructureoftheSunago‐

zakaFormationofMioceneagedistributedinthesouthernhillsoftheKanazawaCity，

IshikawaPrefecture(Fig.１)．

Therock-stratigraphicclassification(0-Ｖ),geologicalmap-geologicalsections,geological

routemap,columnarsectionsandthelocalityoftheOPcγＭ/"αCO”伽α/tMZPo"jczzHANzAwA

(OP-105A～178A)ｗｅｒｅｓｈｏｗｎｉｎＦｉｇｓ２ａｎｄ３・

Theshiftofthemainsubsidingareaｉｎｅａｃｈｔｉｍｅ（O-VMember）oftheSunagozaka

FormationwasalsoinvestigatedinFig4・

ＴｈｉｓｓｈｏｒｔａｒｔｉｃｌｅｉｓｉｎｐａｒｔｏｆｔｈｅｓyntheticstudyfortheNeogeneTertiarySystem，in

Hokuriku,CentralJapan．

小論であつかう砂子坂層は，いわゆるグリー

ンタフ地域にはじめて広汎な海域が広がりはじ

めた時期（中新世・西黒沢期）の複雑な堆積環

境を反映する堆積物からなり，すてに金沢市浅

野111・犀川流域で標準的岩相層序区分が設定さ

れている(杉本･中西･安川，１９８０；杉本，1980,

はじめに

北陸地方を含む日本海沿岸には縁海形成の記

録が地層としてのこされている。

金沢周辺にも中新統を主とする北陸層群の地

層が広く発達しているがγ一部をのぞいて詳細

はほとんどあきらかにきれていない。

＊昭和５８年９月１６日受理：ContributionfromthelnstituteofEarthScience，FacultyofEducation，
KanazawaUniversity．

｡＊金沢大学教育学部地学教室：InstituteofEarthScience，FacultyofEducation，KanazawaUniversity，
KanazawaJapan．

…大阪府河内小学校：KauchiElementarySchool,OsakaPrefecture，Japan．
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Fig.１．MapshowingthedistributionoftheSunagozakaFormationandtheareastudied

できる特徴的な層準，岩相・岩質，堆積構造，

のcγc"""αの産出層準など－を露頭ごとに

追跡することによって，相互に隔たって分布す

る地層の連続関係をあきらかにすることが可能

て､ある。

野外調査には,森林基本図(l/5000）（金沢市：

其の１７～１９，２１，２２・鶴来町：４－１）を拡大

した地形図（l/lOOO）を使用し，主要露頭･現地

性転石（△）の位置，岩相・岩質，走向・傾斜，

のe”"""α産地,地層の連続関係,地層区分(０

－Ｖ）をｌ/5000の地形図に集約して地質図･地

質断面図およびルート・マップ（Fig.２）を作成

した。

地質柱状図（Ｆｉｇ３）は，露頭がよく連続する

位置で単層ごとにメジャーで実測したものを

1/１００で示し，さらに各地区の砂子坂層の発達

状態を比較するために０－Ｖ部層について，そ

れぞれの層厚を分解した模式断面図（Fig.４）を

作成した。

上記の縮尺はいずれも原図についての表示で

1983)。

小論では金沢市南部丘陵一帯に分布する砂子

坂層について，岩相層序区分・地質構造および

標準地域（浅野111流域）との岩相層位学的対応

関係をあきらかにするとともに，のcγＭｊ"αの
産出層準・砂子坂層堆積時の主沈降域の変遷史

の概要を記して北陸層群の総合的研究の一環と

したい。

１．調査位置および方法

調査位置はFig.１に示したように，金沢市南

部の丘陵地帯にあり，金沢周辺の砂子坂層の分

布の大部分を包含している。

この地域一帯の砂子坂層の露出は，北陸層群

の上部層・段丘堆積物などの被覆によってかな

り断片的て､あるが，地域東隣の犀１１１・浅野川流

域で設定された砂子坂層の岩相層位学的比較基

準単位（杉本・中西・安川，１９８０；杉本，1983）

－上限･下限，０－Ｖ部層の境界，ＩＩ部層(鍵

層凝灰岩：ＳＴ－１）などの野外で明瞭に識別
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ある。 くかの侵食間隙が予測される。

ｂ、０部層

基底部にあらたに設定された部層で，比較的

円磨された細～中礫からなる。地域東部～中央

部の樫見町北方（層厚１０ｍ）～小原町および坂

尻東方（層厚１～２ｍ）に断続的に発達する。

礫種はおもに安山岩～流絞岩質火山岩からなる

が，東縁部の樫見町北方(Point③)では基底部

に直径２０ｃｍ，長さ1ｍにおよぶ珪化木(Ｐｌａｔｅ

ｌ－２）域また中央部の清瀬町北方（Point⑭）

にも珪化木の小塊が帆礫〃として見いだされる。

これらは下位層の医王山層のなかの特定の層準

から洗いだされたものと判断され，砂子坂層の

堆積に先だつ侵食期の存在を傍証している。

ｃ、Ｉ部層

暗色塊状の中～粗粒砂岩を主とし，細礫質極

粗粒砂岩をまじえる。とくに地域東部の樫見町

北方～小原町北東方(Fig.3-14,15)では下部

に暗褐色の特徴的な縞をもった細礫質極粗粒砂

岩層が発達している。砂岩は一般に淘汰が悪く，

火山岩片を多量に含むものが多い，地域西部で

はやや細粒相が増すとともに，植物化石片．炭

質物を多く伴うが西縁部（Point⑪；Fig.３

－１）には細礫質砂岩が卓越している。

ＩＩ部層（鍵層凝灰岩：ＳＴ－ｌ）直下の砂岩

から多種類の海棲貝化石とともにのc”"ﾉﾉ"α

ＣＯ”ﾉﾋz"α、〃o"ｉｃａＨＡＮｚＡｗＡ(PlatelV-5）

をほぼ普遍的に産する（Ａ層準：platell-l

～３，５；PlatelII-1など)が，西縁部での産

出はまれである。

中央部～西部のＩ部層には暗緑色に変色した

部分が特徴的にみとめられ（Fig.３－３，７，

９，１０，１２の--9--）緑色部は０部層にも及ん

でいる（Ｆｉｇ３－５の－９－－)。

層厚は東部～中央部(19～１５ｍ)から西部（４

～６ｍ）へむかって急減している。

。、ＩＩ部層

凝灰岩を主とする地層で，砂子坂層内部のき

わめて有効な比較基準単位のひとつとしてＳＴ

－１（鍵層凝灰岩：杉本，1979）とよばれてき

１１．調査結果

１．砂子坂層の岩相層序区分

金沢市南部丘陵に発達する砂子坂層は，岩相

構成の特徴にもとづいて０－Ｖ部層に区分され

る。このうち１－Ｖ部層は浅野川流域で設定さ

れた砂子坂層の標準的岩相層序区分（杉本，

1983）に符合するもので，０部層は本地域の砂

子坂層の最下部（基底部）に断続的に発達する

礫岩相に対して，今回，あらたに識別・設定さ

れたものである。

本地域の砂子坂層の全層厚は東部地区で

60～５５ｍ，中央部地区で４８～７５ｍ,西部地区て、

38～４５ｍである。

岩相・岩質，走向・傾斜，地層の連続関係，

地層区分の詳細はFigs2,３に示したが地質図・

地質断面図（Fig.2）にはIII-IV部層を一括して

示してある。さらに，７５地点のＯＤＣγＭ/"α産

地(の-105Ａ～178Ａ）を記したが，これらの産

地の大部分は本研究によってはじめてあきらか

にきれたものである。

ａ・下限一医王山層との境界

医王山層を特徴づける軽石凝灰岩・火山礫凝

灰岩厚層から中～粗粒砂岩・砂質礫岩・礫岩な

どの砕屑岩卓越相へ移り変る位置をもって砂子

坂層の下限とするが，この岩相変化は野外では

きわめて明瞭である。

砂子坂層の基底部には細～中礫岩（０部層）

が発達するところ(Platel－１，３，６；Ｆｉｇ．

３－５，６，１０，１５など)，礫質砂岩･砂岩（Ｉ

部層）が発達するところ（Ｐｌａｔｅｌ－５；Fig.３

－８，１１など）があるが，いずれも不規則な侵

食性境界面をなしており（Ｐｌａｔｅｌ－４），直下

の医王山層の凝灰岩には風化帯を伴うことが多

い。

医王山層の詳細が不明なために，今のところ

構造的相違はあきらかでないが，本地域一帯で

は，砂子坂層と接する医王山層の岩相が地区に

よってかなり異なっており，両層の間にいくば
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中～粗粒砂岩の卓越する地層で炭質物・軽石

粒を多く伴い，泥岩薄層を挟んで明瞭な層理を

示している。とくに上部には軽石粒が卓越し

（PlateIV-1），斜交葉理をなしている。

層厚は東部で約２０～３０ｍ，中央部で35ｍ，

西部で２５ｍである。

本地域のIV部層は貝化石に乏しく，また，ＩＩＩ

－ＩＶ部層を通じてOpe""〃ａ（Ｃ－Ｃ'層準）は

発見されていない。

９．Ｖ部層

砂子坂層の最上部を占める地層で，軽石粒．

火山岩片（安山岩・流紋岩・真珠岩など）を含

み，灰紫色の細粒砂質～凝灰質基質をもった塊

状凝灰質砂岩～砂質凝灰岩からなる（PlatelV

-2～４)｡IV部層の軽石質砂岩とは明瞭に区別

されるが，基底部に砂質～細礫質部を伴うとこ

ろがあり，海棲貝化石とともにのe””"ａ（Ｄ

層準）をきわめてまれに産出する（。，－１１３，，

１１４，，１２４～１２６，，１３１，，１４８，，１５７，，

160～１６２，，１６６～１６８，，１７３，)。

層厚は東部～中部で２～４ｍ，西部では１

～２ｍに漸減している。

ｈ、上限一七曲層との境界

砂子坂層と七曲層の境界部は樫見町北方，清

瀬町北方（Point⑬の西方）などに露出してい

る。

ＩＶ部層の軽石粒・火山岩片を含む塊状灰紫色

凝灰質砂岩～砂質凝灰岩は，上方へむかってし

だいに凝灰質基質の量を増し，岩片も増加して

七曲層基底部（Ｉ部層）を特徴づける凝灰角礫

岩～火山角礫岩(PlatelV－６，７）へ漸移して

いる。漸移部の岩相変化の状態は犀川，浅野１１１

流域の場合と全く同様であり，この地域でも両

層は漸移・整合関係にあるとみなされる。

２．地質構造

従来の地質図(中西，１９６１；紺野，１９７７など）

にみる金沢市南部丘陵一帯の砂子坂層は，おお

むね東西方向に配列し，ゆるく北方へ傾斜する

ようにみえるが，各地に露出する砂子坂層の地

層はひんぱんに変形・変移しており，細部の地

たものに相当する。

ＩＩ部層（ＳＴ－１）は多様な岩相構成を示す

が，東隣の犀Ⅱｌ・浅野川周辺では一般に基底部

および上部に細粒繊密の白色凝灰岩が発達し，

中部に塊状粗粒の軽石凝灰岩・砂質凝灰岩を

伴っている。

この地域でも同様の特徴がほぼ全域にわたっ

て追跡されるが（PlatelI-1～６；Platelll

－１，２など)，一般に細粒．薄層(0.05～２ｍ）

で，とくに中央部の清瀬町～坪野町周辺では細

粒泥質凝灰岩～凝灰質泥岩となってIII部層下部

の凝灰質泥岩～泥岩と区分しがたい場合がある。

犀川・浅野)11流域では砂質部から貝化石・

のc”"""ａ（Ｂ層準）を産出するが，本地域で

は今のところ確認されていない。

ｅ、III部層

泥岩・泥質岩の卓越する地層で凝灰質泥岩・

砂岩を伴い，まれに貝化石を産する。

泥岩はよく成層し,炭質物・葉片化石を伴う。

II部層との境界部に灰白色～灰色の凝灰質泥岩

～泥質凝灰岩が発達するところが多く（Fig.３

－３，４，８～１２，１４など)，その間に赤紫色・

黄褐色・青灰色をなす特徴的な火山礫凝灰岩

(カラフル火山礫凝灰岩：Platelll－３，４）の

薄層（５～15ｃｍ）を狭むところがある（Fig.３

－３，８，１０，１１など)。これらの火山礫凝灰岩

は杉本・谷（1980）によって石川県能美一小松

丘陵で識別された砂子坂層相当層のII部層（Ｓ

Ｔ－１：鍵層凝灰岩）の直上に発達する赤紫色

～黄褐色火山礫凝灰岩（0.5～３ｍ）と岩相･層

準上，全く符合するものである。

III部層の砂岩は明色細粒で，よく円磨された

軽石粒を多く含み，上部では泥岩とひんぱんに

互層して(Platelll－５，６）IV部層に漸移する

場合が多い。

層厚は東部で１０ｍ，中央部～西部で20～１０

ｍ内外を示すがIV部層との境界が漸移的なため

に，地域的な層厚変化の示す意味はややあいま

いて､ある。

ｆｌＶ部層
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部層最下部付近（Ｄ層準）からのもので，産出

はきわめてまれであり，この場合も犀111・浅野

川の場合と同様である。

本地域のII部層（Ｂ層準）およびIII-IV部層

(Ｃ－Ｃ'層準）からは今のところＯＤＣ〃"""α

は発見されていないが，Ａ，Ｄ層準については，

ほぼ全域にわたって，犀川・浅野川流域と全く

同様のきわめて限定された層準に普遍的に産出

しており，砂子坂層の比較基準単位のひとつと

してのＯＤＣγＭｉ"αの有効性が傍証されたとい

える。

２．標準地域（浅野川流域）との岩相層位学

的対比

金沢周辺の砂子坂層の標準的岩相層序区分は

浅野111流域で設定されている（杉本・中西・安

川，１９８１；杉本，1983)。

そこでは医王山層の軽石凝灰岩厚層をおおっ

て砂子坂層のＩ部層（砂岩卓越相：層厚約４５

ｍ）・'I部層（ＳＴ－１：凝灰岩相：約１２ｍ）・

III部層（泥岩卓越相：約８ｍ）・'V部層（砂岩卓

越相：約２０ｍ）.Ｖ部層（凝灰質砂岩相：１５

ｍ）が発達しており，七曲層下部の凝灰角礫岩

～火山角礫岩へ漸移している。全層厚は約８６．５

ｍである。同様の累重状態が犀川流域でもみと

められているが，浅野Ⅱ|流域に比べて１－１１部

層の層厚がわずかに減少し，ＩＩＩ－ｖ部層の層厚

が増加する傾向がみられる(杉本，1981,1983)。

南部丘陵に発達する砂子坂層も同様の層相構

成をもっており，標準地域（浅野川流域）の１

－Ｖ部層にきわめてよく符合した累重状態を

保っているが,既述のとおり基底部に０部層(礫

岩相：Ｏ～１０ｍ）があらたに識別．設定されて

いる。また，浅野１１１流域に比べていくぶん層厚

を減じており，全層厚は東部で６０～５５ｍ，中央

部で48～７５ｍ，西部で３８～４５ｍて､ある。この

傾向は，おもにＩ部層(東部～中部：１９～１５ｍ，

西部：４～６ｍ）およびII部層（0.05～２ｍ）

のいちじるしい減少に帰因しており，このよう

な地域による顕著な層厚の相違は砂子坂層堆積

盆地の発達史の解析に重要な手がかりを与える

質構造はかなり複雑である。

Ｆｉｇ２（地質図：原図：１/5000)に示したオー

ダーでみた場合には，この地域の砂子坂層は巨

視的には下位の医王山層および上位の七曲層と

ともに北方へ傾動したゆるい摺曲（波曲）構造

をなしており，ほぼＮ－Ｓ方向をもつ背斜軸は

東部の内川東方・中央部の伏見Ⅱ|ぞい・西部の

坪野西方の沢ぞいを通っている。また，それら

の中間および両側に向斜軸があり，向斜軸部付

近での傾斜の転換は背斜軸部に比べていくぶん

ゆるやかである。

この摺曲構造の北方への傾動によって地層境

界線の描くＡ～Ｕ字型の形状が一層強められて

いるようである。

さらに，これらの糟曲した地層はＮＥ－ＳＷ

方向の多数の小断層でひんぱんに変移してい

る。小断層のほとんどは高角度の南落ちの正断

層であるが，わずかに北落ちのものもある。こ

れらの小断層によって，ほぼ南北方向の調査ル

ートにそって同一の地層が幾度もくり返し出現

している（Ｆｉｇ２－Ｂ－Ｂ'など)。

ＮＥ－ＳＷ方向の小断層群は隣接地域の砂子

坂層・七曲層・朝ヶ屋層にも顕著に発達してお

り，おそらく金沢周辺地域一帯に普遍的にみら

れる地質構造的特徴のひとつと考えられる。

ＩＩＬ考察

１．Ope7cIuJimuの産出層準について

犀川・浅野川流域では砂子坂層に特有の大型

有孔虫化石OPC”"""αcol"P伽α、〃o"iczz

HANzAwAが４層準（Ａ－Ｄ）から産出するこ

とがあきらかにきれている（杉本・中西･安川，

1980；杉本，1981,1983)。

本地域でも，あらたに７５地点（の-105Ａ

～178Ａ）から発見･採集されたが，これらの大

部分は犀川・浅野)||流域の場合と同様にII部層

（鍵層凝灰岩：ＳＴ－１）直下の砂岩～礫質砂

岩（Ｉ部層：Ａ層準）から多くの海棲貝化石と

ともに産出している。個体数は一般に東部～中

央部で多く，西部では少ない。他の１５地点はＶ
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(」のと考えられる。

３．主沈降域の変遷史の解析

南部丘陵の砂子坂層の発達史をあきらかにす

る一端として坂尻東方（Fig.３－１～６の平均

層厚）．坪野北西方(Fig.３－７）・清瀬(Fig.３

－９，１０）・小原(Fig.３－１２）・小原北東方(Fig.

３－１３，１４）・樫見北方（Fig.３－１５）地区の０

－Ｖ部層の層厚を基準として，ほぼ東西方向の

模式断面図（Fig.４）を作成した。

全層厚を示す断面図（上）には小原付近に最

大層厚部をもち，東方および西方へむかって減

少する状態がみとめられる。この形態を規制す

る要因は，各部層（０－Ｖ）の発達状態を示す

断面図（下）からよみとることができる。

最大層厚をもつ小原付近では０部層をのぞい

て各部層の発達が相対的によく，とくにＩＶ－Ｖ

部層は他地区よりもかなり厚層をなしている。

東方への全層厚の減少はⅢ～Ｖ部層の漸減によ

るもので，西方への減少はおもにＩ部層および

III部層の減少に帰因している。とくにＩ部層の

発達の悪さはこの傾向を強めている。しかし，

ＯおよびＩ部層については，最大層厚部は東縁

部にあり，この地域の砂子坂層の堆積盆地は東

側から西側へと広がりはじめたことを示唆して
いる。

地層の層厚が種々の現象の総和として当時の

堆積盆地の相対的沈降量を反映すると仮定すれ

ば，断面線がほぼ走向（東西）方向に限定され

ているけれども，この地域では主沈降域が０部

層堆積時からＩ部層堆積時にかけて，しだいに

東部から中央部へ広がり，さらにⅢ部層堆積時

にはより西方へ移動するとともに，ＩＶ部層堆積

時には西縁部と中央部（小原付近）に顕著な沈

降域を生じた経緯をよみとることができる。

これらの各部層の層厚変化から推論される堆

積盆地の変遷史は，今後堆積相および化石相を

検討することによって一層明瞭に再現されると

考えられる。

１Ｖ．要約

（１）縁海の発達過程に関連した北陸層群の

総合的研究の一環として，金沢市南部丘陵の新

第三系（中新統）砂子坂層の調査・検討を行な

い，岩相層序区分(０－Ｖ)，地質構造および標

準地域（浅野川流域）との岩相層位学的対応関

係をあきらかにした。

（２）ほぼ全域にわたる７５地点から，あらた

にOPCγＭｉ"αＣＯ”伽ajtMZPo"jczzHNAzAwA

を発見･採集し，の２〃"""αが砂子坂層の限定

された層準に，ほぼ普遍的に産出することをあ

きらかにするとともに，比較基準単位としての

有効性を立証した。

（３）模式断面図によって南部丘陵地域の砂

子坂層の発達史を解析し，各部層（０－Ｖ）堆

積時の主沈降域の変遷史の概要を推論した。
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ExplanationofPlateI

LBoundarypartbetweentheSunagozakaFormation(SG)andthelOzen

Formation(Iz）

（g:conglomeratelm:ligniticmudstonet:tuff）

Locality:northoftheKashimimachi（Point②ｉｎＦｉｇ２)．

zSilicifiedwood(ｗ)atthebaseoftheSunagozakaFormation、

Locality:northoftheKashimimachi（Point③)．

3．BoundarypartbetweentheSunagozakaFormation(SG)andthelOzen

Formation(Iz）

（ｔｍ：tuffaceousmudstonet：ｔｕｆｆｓ：sandstonecs：conglomera-

ticsandstoneg:conglomeratept:ｐｕｍｉｃｅｔｕｆｆ＊：molluscan

fossiD

Locality:northoftheKiyosemachi（Point⑭)．

4．Enlargementofthe3Theirregularboundarysuggeststheuncon‐

ｆｏｒｍablerelationshipbetweenthem・

Locality:ｔｈｅｓａｍｅａｓ３、

5,6．BoundarypartbetweentheSunagozakaFormation（SG）andthe

lOzenFormation(Iz)．

（ｍ:mudstonet:ｔｕｆｆｓ:sandstonecs:conglomeraticsandstone

g：conglomeratept:pumicetuff★:OPC”"ﾉｶﾞ"αＣＯ”ノロ"伽/tz-

Po"jczzHANzAwA＊：molluscanfossil）

Locality:５:eastoftheKiyosemachi(Point⑪)．

６:eastoftheSakajiri(Point⑲)．
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